
© 2024 NTT DATA Mathematical Systems Inc.© 2024 NTT DATA Mathematical Systems Inc.

MSIISMコンファレンス

数理システムの考える生成AIビジネス活用
～今、生成AIの使い所は？～

株式会社NTTデータ数理システム
数理ソリューション部 村田 康佑
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アジェンダ

生成AIのビジネス活用の実情を、
現場の技術・営業の立場から、主観的にお話します

• 最近の生成AI、どれぐらいの実力がある？――百聞は一見に如かず

• 生成AI導入のコツ――導入を進めるのが難しい理由と対策

• 良い生成AIプロジェクトとは？
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もう少し客観的な全体観は…

AI・数理科学市場の状況や、他の技術との関係性については
MSIISM Conference 2024 基調講演のオンデマンド配信で
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1
最近の生成AI、
どれぐらいの実力がある？
――百聞は一見に如かず
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百聞は一見に如かず――言語生成AIの実力

もし室町時代のころの日本に生成AIがあったとしたら、
日本の文化はどのように変わりますか？
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NTTデータ数理システムがChatGPT（GPT-4o）を利用して生成した文章。青字・赤字による強調は NTT データ数理システムによる。

1. 室町時代に生成AIが存在していた場合、茶道では茶室の設計や茶器の
選定が科学的に最適化され、新たな美学が生まれた可能性がある。

2. 能楽では古典文学を基に生成AIが新しい台本を作成し、観客に革新的
な芸術体験を提供することができた。

3. 書道において生成AIは仮想の師匠として機能し、効率的な技術習得と
個性を引き立てる指導を実現し、新しい書道の可能性を広げる。

4. 生成AIは文化の均質化の懸念とともに、多様な選択肢を提供することで
新しい文化形成の機会を創出し、情報の民主化を進める。

5. 生成AIは文化の失われた要素を取り戻し、技術と文化の相互作用を通
じて未来に向けた革新を支える重要なツールである。

室町時代の代表的文化（茶道、能楽、書道）における生成AIの影響を
現代的なテーマを交えつつ、示唆を含む考察ができている
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百聞は一見に如かず――画像生成AIの実力

もし令和まで江戸幕府が政権を維持していたときの
日本橋の様子を想像して描いて
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※DALL-E3 により生成された画像 ※DALL-E3 により生成された画像

いずれも、NTTデータ数理システムがChatGPT（DALL-E3）を利用して生成した画像。

背景の現代的なビルと、前景の伝統風の建築物を調和して描いている
アイデアの凡庸さや細部の粗が目立つものの、数秒で生成できるのは衝撃的
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ビジョン付き生成AIの登場

• 主に文章生成・画像生成が主力となり発展してきたが、最近入出力が多様に

• GPT-4Vの登場以降、画像も入力可能なビジョン付き生成AIが台頭
→ 画像を解釈することができ、ユースケースも大きく広がる

生成AI

テキスト
テキスト

画像

入力 出力

画像 音声

動画
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百聞は一見に如かず――ビジョンの実力

これはNTTデータ数理システムが
生成AI開発関係のソリューションを

提示したポスターです

このポスターでどのような強みが
述べられているかを箇条書きで

整理して

A0サイズ×2枚のポスター画像
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A0サイズ×2枚のポスター

強みとして提示
している点を抽出

文字やポスターの構造・主張を正確に読み取って、強みを抽出できている
デザイン・画像データ → テキストデータへの情報抽出・構造化が可能に
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生成AIの応用先

生成AIの応用先は、ドラフト文書の作成からデザイン生成・マーケティングへと多様化。

データ：McKinsey & Company The state of AI in early 2024, The state of AI in 2023  
グラフ : NTTデータ数理システム
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生成AIの応用先

生成AIの応用先は、ドラフト文書の作成からデザイン生成・マーケティングへと多様化。

データ：McKinsey & Company The state of AI in early 2024, The state of AI in 2023  
グラフ : NTTデータ数理システム
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？？？

画像のスライドの構造（位置関係や強調された文字）や矢印などの図形の意味、
スライド中に現れるグラフから読みとれる事実から、

スライド作成者の意図を整理しながら読み取ってください。
そのうえで、画像中の ？？？ にあてはまるキーメッセージを、

？？？ の部分に当てはまる文量で作成してください
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生成AIの応用先

生成AIの応用は2024年に向けて多様化し、より高度な領域へ拡大

データ：McKinsey & Company The state of AI in early 2024, The state of AI in 2023  
グラフ : NTTデータ数理システム
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生成AIの回答

スライドの構造から「いいたいこと」を正確に読み取ってメッセージを考えられている
→ ポンチ絵的な複雑なスライドから、要点をテキストデータとして抽出可能に
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これまでの苦手を克服しつつある生成AI

• 少し前まで、生成AIは高度な推論が必要な数学・物理は苦手と言われていた
→ 9 月リリースの OpenAI o1 モデルで圧倒的な性能向上、苦手克服？

• 当代最高峰の数学者の一人テレンス・タオ氏も、肯定的な予想を述べる

テレンスタオ氏のマストドン（mathstodon）投稿 https://mathstodon.xyz/@tao/113132503432772494 より引用

あと１，２回の改善（と計算機代数
ソフトや証明支援系など、他ツールと
の融合）により、「有能な大学院生レ
ベル（の統計的シミュレーション）」に
到達し得る

https://mathstodon.xyz/@tao/113132503432772494
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百聞は一見に如かず――数学もできるようになってきた生成AI

（当社オウンドメディア MSIISM https://www.msiism.jp/article/flower-exam2021-2.html より）

• 当社の過去入社試験問題（2021年度出題）

• 大学1年次程度の数学で解けるものの、深い考察が必要で簡単ではない
（数学専攻の大学院生受験者であっても、全員が解けるような問題ではない）

https://www.msiism.jp/article/flower-exam2021-2.html


© 2024 NTT DATA Mathematical Systems Inc. 17

大きな論理的破綻なく正答―出題・採点担当者曰く「満点を与え得る」答案

NTTデータ数理システムがChatGPT（o1-preview）を利用して生成した文章
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人間のチャンピオンを制してきたAIの歴史

• 古くからAI研究が盛んなゲーム：既にAIが人間のチャンピオンを制している

• 近年、数学などの分野でも人間のチャンピオンに肉薄する実力が出つつある
Cf. 2024/07、AlphaProof/Geometry2（DeepMind）がIMO銀メダル級記録

年 種目 当時の人間側チャンピオン チャンピオンを制したAI

1996 チェス ガルリ・カスパロフ Deep Blue（IBM）

2016 囲碁 イ・セドル AlphaGo（DeepMind）

2017 将棋 佐藤天彦 Ponanza（山本一成ら）

… … … …

20XX 数学 ？？？ ？？？

アカデミック分野でも、人間側最高峰を制するのは時間の問題？
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素朴な疑問
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なぜ、われわれは既に
人間を凌駕するといっても過言ではない

すごいAIを手にしているのに、
われわれの業務は

すぐに大きく変わらないのか？
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2
業務への生成AI導入のコツ
――導入を進めるのが難しい理由と対策
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ゲームも、数学も、「ルール」が決まっている

• 数学は形式化すれば、ルールが厳密に決められる（「ゲーム」に似ている）
Cf. Hilbert らの形式主義 → 数学基礎論・数理論理学に基づく形式体系

• ルールが厳密な問題の探索は、実はAIの一丁目一番地
→ Alpha Proof は、定理証明系 LEAN に基づく強化学習を採用

https://github.com/FormalizedFormalLogic/Incompleteness/blob/622ebb7e95cbccfabb6e722b3194335380f54a29/Incompleteness/Arith/Second.lean#L184-L185 より引用

証明をソースコードのように書くとその
正しさを機械的に判定してくれる
→ 強化学習により探索戦略を習得

一方、われわれの業務は…？

https://github.com/FormalizedFormalLogic/Incompleteness/blob/622ebb7e95cbccfabb6e722b3194335380f54a29/Incompleteness/Arith/Second.lean#L184-L185


© 2024 NTT DATA Mathematical Systems Inc. 23

一方、我々の業務は…？

• われわれは、専門知識以外にも多くのジェネリックスキルを持っている
→ ルールが厳密でない業務でも、少ない情報から「空気を読んで」遂行できる

• ジェネリックスキルのなかには、現在のAIにとって獲得が困難なものも

主体性

働きかけ力

実行力

課題発見力

計画力

創造力

発信力

傾聴力

柔軟性
状況把握力

規律性

ストレス
コントロール力

図は、経済産業省による「社会人基礎力」 （https://www.meti.go.jp/policy/kisoryoku/index.html、2006年）を参考にしてNTTデータ数理システムが作成した。図中に挙げた12の能力要素は、「社会人基礎力」における12の能力要素である。

https://www.meti.go.jp/policy/kisoryoku/index.html
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生成AIの業務活用を進めるのが難しい理由

そもそも、われわれの業務には
言語化しにくい複雑な部分が多いから

生成AIがハルシネーションという
大きな問題を抱えているから

生成AIを使いこなすには
仕組みをある程度把握したうえで

プロンプトエンジニアリングが必要だから

理由
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生成AIの業務活用を進めるのが難しい理由――とその対策

それでも、業務について
頑張って言語化をする

そもそも、われわれの業務には
言語化しにくい複雑な部分が多いから

生成AIがハルシネーションという
大きな問題を抱えているから

生成AIを使いこなすには
仕組みをある程度把握したうえで

プロンプトエンジニアリングが必要だから

理由 対策
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結局は言語化が重要

• 生成AIの側に立ってみれば、彼らは「私／私たち」が誰なのかを知り得ないし、
そこからうまく「空気を読む」手段もない
→ 目前にどんな人がいても良いように、無難で平均的な解答をするしかない

• 上手く「私／私たち」にあわせて性能を引き出すには、
「私／私たち」自身について丁寧な言語化が重要
→ ところがこれは（人間側に課せられた課題が）難しいので、進展が遅い

• おそらくこの状況は、現在の延長で技術が進展しても大きくは変わらない？
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生成AIを導入する目的（IPA DX動向2024 より）

IPA 編 『DX動向2024―求められる成果と変革』 データ集 「2-20. 生成AIを導入する目的」より引用（図は株式会社NTTデータ数理システムが再作成した）
https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/dx-trend-2024.html
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なんの工夫もしないと…

もし室町時代のころの日本に生成AIがあったとしたら、日本の文化はどのよう
に変わりますか？ 要点を1文ごとの箇条書きで、5つにまとめてください。

1. 文学や詩の創作が自動化され、多くの人々がアクセスしやすくなり、文化の普及が加速
するでしょう。

2. 絵画や工芸のデザインが高度に発展し、多種多様な創作物が生まれる可能性が高まり
ます。

3. 政治や軍事における戦略の立案が効率化し、戦国大名や将軍の意思決定がより迅速
で的確になるかもしれません。

4. 教育方法が革新され、知識や技術の伝達が高度化し、学びの格差が縮まるでしょう。
5. 人々の生活における日常的な問題解決が容易になり、生活の質が向上する可能性が

あります。

NTTデータ数理システムがChatGPT（GPT-4o）を利用して生成した文章。

大雑把で
示唆がない…
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想定読者や、読者に与えたい印象をかなり細かく書くと…

当社が受注している案件では
この程度 or これ以上の
プロンプト量になる場合が多い
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NTTデータ数理システムがChatGPT（GPT-4o）を利用して生成した文章。青字・赤字による強調は NTT データ数理システムによる。

1. 室町時代に生成AIが存在していた場合、茶道では茶室の設計や茶器の
選定が科学的に最適化され、新たな美学が生まれた可能性がある。

2. 能楽では古典文学を基に生成AIが新しい台本を作成し、観客に革新的
な芸術体験を提供することができた。

3. 書道において生成AIは仮想の師匠として機能し、効率的な技術習得と
個性を引き立てる指導を実現し、新しい書道の可能性を広げる。

4. 生成AIは文化の均質化の懸念とともに、多様な選択肢を提供することで
新しい文化形成の機会を創出し、情報の民主化を進める。

5. 生成AIは文化の失われた要素を取り戻し、技術と文化の相互作用を通
じて未来に向けた革新を支える重要なツールである。
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生成AIの業務活用を進めるのが難しい理由――とその対策

それでも、業務について
頑張って言語化をする

そもそも、われわれの業務には
言語化しにくい複雑な部分が多いから

生成AIがハルシネーションという
大きな問題を抱えているから

生成AIを使いこなすには
仕組みをある程度把握したうえで

プロンプトエンジニアリングが必要だから

理由 対策
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ハルシネーション（幻覚）

• 生成AIは、知らないことを知らないと言えず、無理に答えを捻り出す
→ 人間ではとうてい犯さないような、特徴的な誤りを犯してしまう

NTTデータ数理システムがChatGPT（GPT-4o）を利用して生成した文章。
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いずれも、NTTデータ数理システムがChatGPT（GPT-4o）を利用して生成した文章。
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「NTTデータ数理システム」の社長を GPT-4o に10回聞いた結果

氏名（敬称略） 頻度 判定

長尾 健 1 不正解

岩沢 大輔 1 不正解

小柴 俊治 1 不正解

堤 信夫 1 不正解

山口 宗一郎 1 不正解

安達 晋士 1 不正解

小川 徹 1 不正解

中村 充孝 1 不正解

清水 祐亮 1 不正解

わからない／公式情報を確認するべき 1 —

正解

幻覚を回避できたのは
10回中1回
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生成AIの業務活用が難しい理由――とその対策

それでも、業務について
頑張って言語化をする

ハルシネーションの原因に
よって対策は異なるが、
たとえば RAG が有効

そもそも、われわれの業務には
言語化しにくい複雑な部分が多いから

生成AIがハルシネーションという
大きな問題を抱えているから

生成AIを使いこなすには
仕組みをある程度把握したうえで

プロンプトエンジニアリングが必要だから

理由 対策
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RAG; Retrieval-Augmented Generation

• 生成AIと、生成AIの外部にある情報検索を組み合わせて回答生成
→ 生成AIが知らない知識（社内ナレッジや最新時事）に基づく回答が可能

• 社内にある多くのデータを活用できる可能性がある

回答結果

インターネットドキュメント

数値
データベース

生成AIの外部にある情報

もとのプロンプト

外部知識

+

必要な情報を
取得

検索クエリ
生成

検索
クエリ

検索
結果

検索
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インターネット検索と組み合わせれば…

NTTデータ数理システムがChatGPT（GPT-4o）を利用して生成した文章。赤下線による強調は NTT データ数理システムによる。
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製品マニュアルと組み合わせれば…

製品についての質問に答えてくれるチャットボットに

当社パッケージソフトウェアS4 Simulation Systemの使い方を
質問することができる質問応答チャットアプリを公開

技術的詳細は、当社オウンドメディアMSIISMにて公開中
https://www.msiism.jp/article/llm-qa-app.html

https://www.msiism.jp/article/llm-qa-app.html
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幅広く浸透してきたが、まだまだ奥が深い RAG

• 単純なRAGは手軽に構築できる反面、精度を上げるのは意外と難しい

• データの種類や問題の性質によって精度向上の手段は色々
→ 生成AIと最適な検索技術を組み合わせる必要がある
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生成AIの業務活用を進めるのが難しい理由――とその対策

それでも、業務について
頑張って言語化をする

ハルシネーションの原因に
よって対策は異なるが、
たとえば RAG が有効

そもそも、われわれの業務には
言語化しにくい複雑な部分が多いから

生成AIがハルシネーションという
大きな問題を抱えているから

生成AIを使いこなすには
仕組みをある程度把握したうえで

プロンプトエンジニアリングが必要だから

理由 対策
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生成AIの業務活用を進めるのが難しい理由――とその対策

それでも、業務について
頑張って言語化をする

ハルシネーションの原因に
よって対策は異なるが、
たとえば RAG が有効

仕組みと技法を
学ぶ

そもそも、われわれの業務には
言語化しにくい複雑な部分が多いから

生成AIがハルシネーションという
大きな問題を抱えているから

生成AIを使いこなすには
仕組みをある程度把握したうえで

プロンプトエンジニアリングが必要だから

理由 対策
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文章生成の仕組みは、「予測」の繰り返し

• 「既に生成した単語列から、次の単語を予測する」を繰り返して文章生成

• 予測のルールを確率分布でモデリング（言語モデル）

※実際に使われているLLMでは、chunkとよばれるもっと細かい単位で区切ることが多い

𝒘𝟏

日本一

𝒘𝟐

高い

𝒘𝟑

山

𝒘𝟒

は

𝒘𝟓

？？？

入力（単語列） 次の単語を
予測

条件付確率分布 𝑷 𝒘𝟓 ∣ 𝒘𝟏, 𝒘𝟐, 𝒘𝟑 , 𝒘𝟒

次にくる確率が高い単語を求める

3%

1%

富士山

エベレスト

山本

…

0.1%

出力
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例えば――その原理を理解していれば直観的にわかること

単純に考えれば、ユーザの入力＋AIが既に生成した文章が多くて正確なほど、
次の単語の予測は正確になる
→ 結論先取ではなく、思考過程先取で話させたほうが良い

結論先取で答えさせる 思考過程先取で答えさせる

答えは

その根拠は、

です。なので、答えは

<
です。
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例題：歩行時間見積もり問題

20代男性が、立川駅から東京駅まで中央線沿いを歩きます。
途中、各駅に立ち寄り記念撮影をします。所要時間を推計してください。

問題

結論先取で答えさせる 思考過程先取で答えさせる

vs.

GPT4o による見積もり結果（10回実験した平均）
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例題：歩行時間見積もり問題

20代男性が、立川駅から東京駅まで中央線沿いを歩きます。
途中、各駅に立ち寄り記念撮影をします。所要時間を推計してください。

問題

結論先取で答えさせる 思考過程先取で答えさせる

vs.

GPT4o による見積もり結果（10回実験した平均）

平均

4時間54分 10時間04分
（標準偏差：73.23分）

平均

（標準偏差：87.48分）

※講演者が実際に同条件で歩いた実績値は（食事など除き）12時間程度
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結論先取の場合の回答例（5時間と回答）

NTTデータ数理システムがChatGPT（GPT-4o）を利用して生成した文章。強調は NTT データ数理システムによる。
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結論先取の場合の回答例――結論を出すまで

「5時間」という結論を出すまでに
できる推論がほとんどない
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まず無思考で「５時間」と宣言

無思考で考えた「5時間」と
つじつまを合わせようとして破綻している

距離・歩行速度の事実認識はおおむね正しく、
妥当な値（8時間）は出せているが…

NTTデータ数理システムがChatGPT（GPT-4o）を利用して生成した文章。
強調や解説は NTT データ数理システムによる。
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思考過程先取の場合（10時間と回答）

「10時間」という結論を出すまで
推論をする余裕がある

NTTデータ数理システムがChatGPT（GPT-4o）を利用して生成した文章。強調は NTT データ数理システムによる。
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生成AIの業務活用のコツは結局…

業務 生成AIと

の、両方に向き合うこと

言語化
仕組み・特徴

の理解
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3
良い
生成AIプロジェクトとは？
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AI導入プロジェクトの整理

実現性

効
果

易しくて
効果もある

効果はあるが
難しい

易しいが
効果はない
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たとえば生成AIの場合は…

実現性

効
果

議事録自動生成

要約
企画支援

翻訳
技術者の
ナレッジ
抽出

リアルタイム
対話ロープレ メール返信文自動作成
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数か月単位で景色が変わる生成AI

効
果

議事録自動生成

要約
企画支援

翻訳
技術者の
ナレッジ
抽出

リアルタイム
対話ロープレ メール返信文自動作成

実現性

•技術革新により、黙っていても右に動いていく
→ 他社と差をつける要因ではなくなってくる
•他の技術に比べて動きがかなり速い
•テーマにより実現性の変化度合いは異なる
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生成AIプロジェクトは

1
簡単なので
今やるべき型

既に現在のモデルで簡単に実現できる
（新規開発せずとも、既存サービスで十分な場合も多い）

2
今がんばる
価値あり型

難しいが、今頑張ってチューニングすれば実現できるかも
そして、そのチューニングは技術革新があっても無駄にならない

3
今がんばると

後悔するかも型
難しいが、今頑張ってチューニングすれば実現できるかも
でもそのチューニングは技術革新によって近々無駄になる

4
技術の進歩に

期待型
今頑張ってチューニングするのも難しいが

モデルの改善によって近々実現する

5 人間が輝く領域 生成AIにとっては原理的に難しい、しばらくは人間が輝く領域だ



© 2024 NTT DATA Mathematical Systems Inc. 56

生成AIプロジェクト、５つの類型？

1
簡単なので
今やるべき型

既に現在のモデルで簡単に実現できる
（新規開発せずとも、既存サービスで十分な場合も多い）

2
今がんばる
価値あり型

難しいが、今頑張ってチューニングすれば実現できるかも
そして、そのチューニングは技術革新があっても無駄にならない

3
今がんばると

後悔するかも型
難しいが、今頑張ってチューニングすれば実現できるかも
でもそのチューニングは技術革新によって近々無駄になる

4
技術の進歩に

期待型
今頑張ってチューニングするのも難しいが

モデルの改善によって近々実現する

5 人間が輝く領域 生成AIにとっては原理的に難しい、しばらくは人間が輝く領域だ

もちろん、
やるべきなのはこの２つ
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生成AIプロジェクト、５つの類型？

1
簡単なので
今やるべき型

既に現在のモデルで簡単に実現できる
（新規開発せずとも、既存サービスで十分な場合も多い）

2
今がんばる
価値あり型

難しいが、今頑張ってチューニングすれば実現できるかも
そして、そのチューニングは技術革新があっても無駄にならない

3
今がんばると

後悔するかも型
難しいが、今頑張ってチューニングすれば実現できるかも
でもそのチューニングは技術革新によって近々無駄になる

4
技術の進歩に

期待型
今頑張ってチューニングするのも難しいが

モデルの改善によって近々実現する

5 人間が輝く領域 生成AIにとっては原理的に難しい、しばらくは人間が輝く領域だ

まずはここからはじめたいが
他社とは大きく差がつかない
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生成AIプロジェクト、５つの類型？

1
簡単なので
今やるべき型

既に現在のモデルで簡単に実現できる
（新規開発せずとも、既存サービスで十分な場合も多い）

2
今がんばる
価値あり型

難しいが、今頑張ってチューニングすれば実現できるかも
そして、そのチューニングは技術革新があっても無駄にならない

3
今がんばると

後悔するかも型
難しいが、今頑張ってチューニングすれば実現できるかも
でもそのチューニングは技術革新によって近々無駄になる

4
技術の進歩に

期待型
今頑張ってチューニングするのも難しいが

モデルの改善によって近々実現する

5 人間が輝く領域 生成AIにとっては原理的に難しい、しばらくは人間が輝く領域だ

投資してうまく行けば
他社と差をつけられる

でも、これとの区別が難しい
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無駄にならないとは？――ひとつの考えかた

技術革新があっても、検討の結果が活きること

主には…

• 生成AIプロジェクトを通して自分たちの業務の整理が進む
いつでも（進化していく）生成AIが受け入れられるようになる

• モデルにRAG等で投入するためのデータ整理が進み、データの質が向上する

→ 検討の結果得られたプロンプトやデータが資産になり、今後も活用できる

副次的には…

• プロジェクトを通して、従業員のAIに対する理解が進む
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生成AIプロジェクト、５つの類型？

1
簡単なので
今やるべき型

既に現在のモデルで簡単に実現できる
（新規開発せずとも、既存サービスで十分な場合も多い）

2
今がんばる
価値あり型

難しいが、今頑張ってチューニングすれば実現できるかも
そして、そのチューニングはモデルの改善によっても無駄にならない

3
今がんばると

後悔するかも型
難しいが、今頑張ってチューニングすれば実現できるかも

でもそのチューニングはモデルの改善によって近々無駄になる

4
技術の進歩に

期待型
今頑張ってチューニングするのも難しいが

モデルの改善によって近々実現する

5 人間が輝く領域 生成AIにとっては原理的に難しい、しばらくは人間が輝く領域だ

ぜひ皆様のお悩みをお聞かせください！
われわれと一緒に「今やるべきこと」を

考えましょう！
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4
おわりに
――まとめ
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まとめに代えて：生成AI導入が進んだ世界で見えてくる景色

• 人間と生成AI、それぞれの長所・短所を活かした分業が進む

• 人間が自分たちの業務を深く理解し、言語化できている

主体性を持った
ディレクション

責任を持った
意思決定

温かみのある
コミュニケーション

休みなく
働き続けられる

広範な知識を
持つ

高速・大量の
情報処理

生成AI人間


